
［回答者数：５５名］

１．ボッチャ体験教室は、楽しかったですか？
楽しかった 47名 85.5%
まあまあ楽しかった 6名 10.9%
楽しくなかった 2名 3.6%

３．ボッチャ体験教室で，楽しかったのはどれですか？（いくつ選んでもOKです）
加藤さんのお話 21名 38.2%
ボッチャ体験 41名 74.5%
加藤さんとのボッチャ対戦 28名 50.9%
回答なし 1名 1.8%

５．ボッチャ体験教室に参加して、障がいのある人に対する気持ちは変わりましたか？
はい 49名 89.1%
いいえ 5名 9.1%
回答なし 1名 1.8%

６．５で「はい」と答えた人に質問します。障がいのある人に対してどのような気持ちを
　　持つようになりましたか？（いくつ選んでもOKです）

障がいのある人を差別してはい
けない 40名 72.7%
障がいのある人とコミュニケー
ションをとりたい 28名 50.9%
障がいのある人が困っていたら
助けたい 42名 76.4%
障がいのある人を含めて相手の
ことを考えて行動したい 33名 60.0%

その他 4名 7.3%

参加したい 42名 76.4%
どちらかといえば参加したい 11名 20.0%
参加したくない 2名 3.6%
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７．また，ボッチャ体験教室に参加したいですか？
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※以下、回答内容は原文のままです。 

（児童用） 

２．１で「楽しくなかった」と答えた人に質問します。楽しくなかったところは何でしたか？ 

 じゅんばんをぬかされたりチームの人がジャックボールの近くになげておけないような場所になげ

たりすること。 

 

 

４．加藤さんのお話の中で、心に残ったことを教えてください。 

 1％の可能性でも、挑戦することの大切さや、だれになにをいわれても、あきらめないことの大切さ。 

 1％でも、かのうせいがあればできる。 

 1％のかのうせいを信じて、いろんなことにちょうせんする大切さ。 

 1％の可能性でもがんばること。 

 やるならあきらめずさいごまでやりきること。 

 1％の可能性があればゆめはかなう。 

 障がいのある人でも、女の子とからみたいだったり、ふつうの人の感じょうがあるということ。 

 だれでもあきらめなければゆめはかなうと言うことをきいて、ウィンターランニングもがんばれそうな

きがしました。 

 1％でも可能性があったらさいごまでやりとげる。 

 1％でも可能性がある限りどんな障がいがあってもちょうせんする。 

 1％の可能性でも夢は叶うことです。たとえ 1％の可能性でもまじめにいっしょうけんめい取り組むと

いうことです。 

 1％でも可能性があればいろんなことにちょうせんする。 

 しょうがいのある人とない人はいっしょというのと、1％の可能性でも夢は叶うということが心に残り

ました。 

 加藤さんがしゃべっているときにそこで自分がということが、心に残りました。 

 「だれに何を言われても自分の思ったことをやる」という発言が心に残りました。 

 加藤さんはすごい人だなとおもいました。とくに、なんとしてもあきらめない心やちょうせんするすご

さは、とてもかっこいいと思いました。 

 1％の可能せいがあれば出来る。 

 1％の可能性がある限り、どんな障害があっても挑戦するお話にｍ、かんしんをもったこと。 

 1％の可能性があればやってみよう。 

 たとえ 1％の可能性がある限りどんな障害があっても挑戦する。 

 1％の可能性があれば何でも緒戦すること。 

 「1％の可能性」です。 

 1％の可能性でも、しんじてやっていけば、必ずできるというところが心に残りました。 

 可能性が 1％でもあれば挑戦したほうがいいんだなと思いました。 

 加藤さんが大学に入る理由の「かのじょが本気でほしい」というところが、心に残ったし、おもしろか

った。 

 1％の可能性を信じていること。 



 脳性マヒだけど挑戦する姿はすごいと思いました。ぼくも見慣らいたいです。 

 1％の可能性を信じてあきらめずにちょうせんすること。 

 夢を叶えられる人の 10 ヶ条。 

 「あきらめない」、自分はすぐあきらめてしまうので、加藤さんはすごいと思いました。 

 可能性は 1％でもあきらめなければ、夢はかなう。 

 だれになんといわれようとあきらめない！ 1％のかくりつを信じる。 

 1％かのうせいがのこっているならあきらめないという話。 

 1％でも夢はかなうといっていたことです。 

 どれだけむずかしことも、強い心をもっていれば叶うと言った所。 

 0.1％のかのうせいでもちょうせんする。 

 あきらめたらそこで試合しゅうりょうということばにはげまされる加藤のすがたが心に残りました。 

 女の子とお付いしたいということ、遊びたいという欲で大学に進学することも、それは人間の原動力、

という言葉で、加藤さんも私達といっしょなんだなと思いました。欲をもって生きているのは私達も同

じなので。 

 電車のできごと。 

 1％の確率。 

 1％でも可能性があるなら挑戦する。 

 1％の可能性がある限り夢はかなうという言葉が心に残った。 

 ちょうせんする。 

 挑戦するという言葉。 

 あきらめなければいつかむくわれる。 

 1％の可能性がある限りちょうせんしつづけるということ。 

 1％の可能性がある限り、どんな障害があっても挑戦する。 

 

 

６．５で「はい」と答えた人に質問します。障がいのある人に対してどのような気持ちを持つようになりまし

たか？（いくつ選んでも OK です） 

【「その他」の回答内容】 

 障がいのある人でもとても努力しているということを学びました 

 障がいのある人と遊びたい 

 障がいのある人を気づかってあげたい 

 障がいだからどうとかではなくて困っているんだったらみんな同じなので困っている人がいたら手助

けするだけだと思います。 

 

 

８．７で「参加したくない」と答えた人に質問します。その理由は何ですか？ 

 めんどくさい。 

 1 で答えたようにまたなるといやだから。 

（じゅんばんをぬかされたりチームの人がジャックボールの近くになげておけないような場所になげ



たりすること。） 

 

 

自由に感想を書いてね 

 加藤先生へ 

今日のボッチャ体験ありがとうございました。先生のお話は、どれも心に残り、とてもいい思い出に

なりました。ボッチャは、とても楽しかったけどむずかしくて、先生は本当に上手だなって思いました。

私のおじさんも障がいがあって、そういう方でもたのしめるスポーツなので、今度いっしょにやりた

いと思います！！ 先生のお話で学んだことを、柔道にも生かしたいです！！ 先生も今度の12月

にあるボッチャの大会がんばってください。応援してます！ 

 今日の体験は、とても楽しかったです。障がいのある人とボッチャを通して仲良くなれるのは、とて

も良かったと思います。 

 今回のボッチャで、一番心に残っているのは、加藤さんとの対戦をみることです。先生はとても上手

で、すごいなと思いました。私は、先生が日本一になれることを願ってたくさん応えんします！！ 

 単純な遊びのボッチャはやってみるとても楽しかったです。 

 今日は本当にありがとうございました。 

 障がいの人のことを考えて行動しようと思いました。 

 楽しかったし、またやりたい。 

 この話をきいてゆめわあきらめないでおいかけて、これからの未来をよりよい物にしていこうと思え

ました。ありがとうございました。 

 すごく楽しかったです。 

 加藤さんと対戦したけどまけてくやしい。 

 たとえ障がいがある人でも輝けるんだから、私も、勇気をもって輝けるように頑張りたいです。 

 ボッチャはだれでもできてとてもたのしかったです。 

 はじめてボッチャを体験して、たのしかったので、またやりたいです。 

 しょう害のある人へのせっしかたもよくわかりました。 

 最初（やる前）は、ゆるい、おとなしめのスポーツかなと思っていたけれど、頭を使って、みんなで協

力してやったところは、とてもおもしろかったです。やってみてよかったなと思いました。いい体けん

をさせていただきありがとうございました。 

 障がいがあっても、あきらめず、ちょうせんする加藤さんの生き方に、かんどうしました。ありがとう

ございました。 

 ボッチャを体験して、障害のある人でもできるということが初めて知りました。ボッチャをやってみて、

すごく楽しく思えました。 

 あまり初はじめは楽しそうではないと思ったけど、やってみるととても楽しかったです。 

 ボッチャは障がい者のためのスポーツということは以前から知っていたが、いつかテレビで見るとき

は見方は変わると思いました。 

 加藤さんとのボッチャ対戦、かてそうだったのにくやしいです。 

 ぼくは、最初ボッチャはあんまり楽しくないと思っていたけれど、やってみると楽しかったし、みてる

のも楽しかったです。 



 加藤さんの、お話を聞いて、障がい者の方への気持ちがかわりました。なのでありがとうございまし

た。 

 ぼくたちのチームは全敗だったけどいい勝負だったので楽しかった。 

 こうこくとかで見るだけであまりきょうみはなかったけど、やってみるとすごくもりあがってとても楽し

かったです。 

 加藤さんがとてもボッチャがじょうずですごいなと思いました。 

 ボッチャは頭を使うゲームで、仲間といっしょに協力できて楽しかったです。 

 楽しかったのでまたやりたいです。 

 今回の体験でボッチャの楽しさや、障がいのある人への気持ちがすごくかわったのでいいものにな

ったと思います。 

 みんなと楽しくやることができた。 

 ボッチャがすごく上手でさすがプロだなと感じました。 

 おもしろかった。 

 加藤さんとのボッチャ体験で、さいごのさいごでまけてくやしかった。 

 ボッチャはたのしかったです。またみんなとやりたいです。 

 加藤さんとの戦いはとてもおもしろかったので、くやしかったです。また、加藤さんのおかげで、障が

いをもつ人への意識もかわったと思います。 

 加藤さんがめっちゃ上手すぎてビックリしました。 

 最後の試合で、改めて加藤さんのすごさを実感しました。さっきまで楽しそうに話しされていたのに、

と、結局負けちゃったけどとてもよいけいけんになりました。 

 ボッチャではたのしかったです。 

 加藤さんへ、今日はボッチャ体験たのしかったです。またちがう所でも友達の家や家族、いとことボ

ッチャをやってみたいと思いました。これからもがんばってください。おうえんしています。 

 またお会いできたらいいですね🎵 

 ボッチャはみんなでやってとても楽しかったです。 

 ボッチャはすごく楽しかったです。 

 チャレンジする前に、だめ・できない・無理と決めたら何も始まらない。あきらめたらしあいしゅうりょ

う。何事もチャレンジする。始めたら最後までやりきる。がんばればいつかけっ果が出る。がんばら

ない者には何も来ない（人からきらわれる）。 

 最初、ボッチャを見たときに、とても難しそうに見えましたが、やってみると楽しくて、またやってみた

いと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



［回答者数：６名］

１．ボッチャ体験教室の内容は、いかがでしたか。
　　【加藤氏の講話】

良かった 6名 100.0%
どちらかといえば良かった 0名 0.0%
良くなかった 0名 0.0%

　　【ボッチャ体験】
良かった 4名 66.7%
どちらかといえば良かった 1名 16.7%
良くなかった 0名 0.0%
回答なし 1名 16.7%

２．ボッチャ体験教室を通じて、参加した児童の障がいのある人への理解は深まったと思いますか。
深まった 4名 66.7%
どちらかといえば深まった 2名 33.3%
深まらなかった 0名 0.0%

３．ボッチャ体験教室を通じて、教員の方は、障がいのある人への理解は深まりましたか。
深まった 4名 66.7%
どちらかといえば深まった 2名 33.3%
深まらなかった 0名 0.0%

４．人権擁護委員の存在を知っていましたか。
知っていた 5名 83.3%
聞いたことはあった 0名 0.0%
知らなかった 1名 16.7%
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16.7%

回答なし, 
16.7%

深まった, 

66.7%
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５．４で「知っていた」と回答した方にお尋ねします。どのようにして知りましたか。
（複数回答可）
テレビで見た 1名 16.7%
広報誌・チラシ等で見た 3名 50.0%
インターネットで見た 0名 0.0%
新聞広告で見た 0名 0.0%
行政に教えてもらった 2名 33.3%
ポスターで見た 0名 0.0%
その他 0名 0.0%

６．今後もボッチャ体験教室のような人権啓発活動を行うべきだと思いますか。
行うべき 6名 100.0%
どちらかといえば行うべき 0名 0.0%
行わなくてよい 0名 0.0%

行うべき, 

100.0%

0名 1名 2名 3名

テレビで見た, 1名

広報誌・チラシ等で見た, 3名

インターネットで見た, 0名

新聞広告で見た, 0名

行政に教えてもらった, 2名

ポスターで見た, 0名

その他, 0名



※以下、回答内容は原文のままです。 

（教員用） 

７．今回のボッチャ体験教室についての感想や改善点、児童にさせてみたい障害者スポーツについてな

ど、ご意見をご自由にお書きください。 

 障がいのある方の話を聞くだけでなく、その方が目標を持って取り組んでいることを、児童が体験

できたことは、とても良かったと思います。 

誰でも住みやすく平等に生活できる社会を目指すきっかけになったと思います。 

ありがとうございました。 

 加藤さんの生き方にふれ、子どもたちの心にお話がしみていった感じがします。ボッチャの対戦も

やっていただいて楽しさが実感できたようです。良い体験をさせていただき、ありがとうございました。 

 加藤氏の明るい感じがとても素敵で、お話する前とイメージが全然ちがいました。自分のおもって

いることを表現する力はとても重要で、こどもたちにもつけていきたいと思える程でした。ボッチャも

実際やってみて、そのおもしろさを知りました。特にオリンピック選手の技をみぢかで見れて子ども

たちもよい体験ができました。ありがとうございました。 

 ふれあうことができて良かったです。 

加藤さんの前向きな話が実感がこもっていて、子どもたちに伝わっていて良かったです。 

 人権啓発活動のプログラムがいろいろあると思うので、情宣していただけるとうれしいです。ところ

どころしか様子をみていなくてすみません。 


